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論 文 内 容 要 旨
菌類の生活史は、完全世代(有 性世代)と:不 完全世代(無 性世代)か らなっているが、いもち病

















































































































































!)26、38は メ ヒ シバ い も ち病 菌 、915、T75一 四 は オ ヒ シ バ い も ち病 菌 、909は ウ ィ






培地のPH(4.5-7.7)蓄 よび寒天濃度(2-4%)は 殆んど影響 しない。オー トミール培地には完
全世代を多数形成させる利点があり、修正Sach's培 地には雑菌混入の影響が少ない利点がある。










































































































1)+完 全世 代 を形 成 した 、一 完全世 代 を形成 しない。
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イ ネ科23種 の寄 主 か ら分 離 さ れた 菌 株 で交 配型 が 明 らか に され た(第3表)。 ス ィー トバ ー ナ
ル グ ラ ス、 メ ヒ シバ 、 シ コ ク ビエ、 オ ヒシバ 、 ウ ィ ピン グ ラ ブ グ ラス、 イネ、 お よ び エ ノ コ ログ
サか らの 菌 株 で 両 交 配型 の 存在 が 、 また 、 タ イ ヌ ビエ な ど16種 の寄 主 か ら分 離 さ れ た菌 株 で い ず
れ か 一 方 の 交 配型 が確 認 さ れた 。 しか し、 そ の ほ か の12種 の寄 主 か ら.分離 さ れ た菌 株 は、 どの 菌








ス ィー トバ ー ナ ル グ ラス
コ ブ ナ グ サ
ブ ッ フェ ル グ ラス
メ ヒシバ
ジギ タ リア スマ チ ー
ヒ エ
タ イ ヌ ビ ェ
シ コ ク ビェ
オ ヒシバ
オ ヒシバ4倍 体
エル ー シネ ボ ラネ ン シス
エ ル ー シネ フ ロ ク シ フ ォ リア
ウ ィピ ン グ ラ ブ グ ラス
レーマ ン ラブ グ ラ ス
ロブス タ ラ ブ グ ラス
ナ ル コ ビェ
メ ドウ フ ェス ク
トーノレフ 、⊥ス ク
エ ゾノ サ ヤ ヌ カ グサ
イ タ リア ンラ イ グ ラ ス
イ ネ
ヌ カキ ビ
カ ラー ドギ ニ ア グ ラス
ク ー ラー グ ラス
キ クユ グ ラス
パ ール ミ レ ッ ト
リー ドカ ナ リー グ ラ ス
ハ ーデ ィ ング グ ラス
ア ワ
セ タ リア ス プ レ ン ジダ
エ ノ コ ロ グ サ
セ ン トオ ーガ ス チ ン グ ラス
マ コ モ
バ ナ ナ



























































+:い ず れか の菌 株 との交 配 で完全世 代 を形成 した。
一:い ず れ と交配 して も完全世 代 を形成 しない
。
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本邦の北部(秋 田県)、 中部(栃 木県)、 および西南部(熊 本県)で 交配型の分布調査を行 っ
たが、いずれの調査地点において も両交配型の共存が確認された。また、イネいもち病の レース




これらはいずれ も、同種いもち病菌相互の交配では完全世代を形成 しなか った。形成要因の一部
が遺伝的に欠落 した ものと推察される。本菌の完全世代形成能は、.分離寄主を異にする菌株間で


















































































































ス ィー トバ ー ナ ル ク ラス
メ ヒ シバ
シ コ ク ビエ
オ ヒ シバ
オ ヒシバ4倍 体
エ ルー シネボ ラネ ンシ ス
エル ー シネ フ ロ ク シ フォ リア
ゥ イ ピ ング グ ラス
ナ ル コ ビェ
イ ネ
カ ラー ドギ ニ ア グ ラス
クー ラー ク ラス
キ クユ グ ラス
ア ワ
セ タ リア スプ レン ジ ダ










































































































































































































































完 全世 代 を全 く形 成 しなか った12種 の寄 主か らの菌 株 につ いては 省略 。
ペ トリ皿 当 り完 全世 代 形成数:一 … 形 成な し、 士…稀 に 少数 形成 、+…1-10個 、
特…11-50個 、}ll…51個 以上 。(一)…1度 未 熟 な完全世 代 を形 成 した こ とが あ る。
*… 同種 菌株 間の交 配 で完全世 代 を形成 しなか った。交 配実験 は最 低2回 繰 返 した,
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3分 類 学 的 考 察
本 菌 の子 の う殻(完 全 世 代)は 、 長 い頸 部(410-1070×70-210μ 祝)と 球 形 の 体 部(90-
260μ 勿 か ら成 り、 そ の中 に は一 重 壁 、 桿 棒 状0)rの う(55-100×8-15μ 溺)が 林 、Zして い
る,,子 の うに は通 常8個 の子 の う胞 チ(17-26×4-7μ 珊)が 入 って い る。 子 の う胞 壬は4細 胞
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'チ触 一 堵晦 轍
㌦
ぜノ"∴ ギ ㌧
脇砲 ∵〆 ∴ ∴∵'
Fの う と子 の う胞 子
本実 験 て得 られ た完 全世 代 は 、形 態 的 にCθ70'03力 勿6厚o劇3∫ θoHEBI・:RFと.一 致 し、 分 類
学 的 に は これ と同 種 と考 え られ る。 この学 名 は メ ヒ シバ い もち病 菌 の 完 全 肚代 名 と して命 名 され
た ㌔の で あ る が 、Cθ7碗03力 勿 θ湾 σ属 自体 の分 類 学 的位 置 づ け が不 明確 で あ る こ と な どか ら、 こ
れ を 脚09彫 ρ07魏 θ97∫ εθoY・ 、EG、Sl口alldUD＼G・x、 、、 に変 名 す る こと を提 案 した。
不 完全 世代 の 分類 は 、形 態 お よび 寄生 性 な ど を基 準 と して行 われ て い るが 、 これ らの 形 質 は 個
体 あ るい は諸 条件 に よ り変 動 す る場 合が あ るの で 、分 類 基 準 の 設 定 に 当 って は 、 対象 とす る諸 形
質 の変 動 巾を 充分 考慮 す る必 要 が あ る。 菌叢 の特 徴 、 分生 胞 予 の形 態 、 寄.}三範 囲 、 お よ び相11二交
配 に よ る稔性 か ら種 々検 討 の 結 果 、 不完 全 い1:代に つ いて は 、個 体 変 動 を凌 駕 す る 明確 な 形 態 的特
徴 、 メ ヒ シバ 、 イ、ネ、 シコ ク ビエ、 およ び ミヨ ウ ガを 判別 寄 主 と した 場 合 の寄 生 性 の差 異 、 菌 株
を相 圧交 配 しナこ場 合 の 完 全 世 代 形 成 の有無 な らび に稔性 程度 か ら類 別 す るの が 妥当 と考 え られ だ 、
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幽 核 行 動 の観 察
分生胞子は分生子柄の頂部に形成されるが、核は分生子柄先端細胞の1個 の核が分裂 して移行
する。形成初期の分生胞子は単核であるが、成長と共に分裂 して2核 となり、その間に隔膜が形




鉤状に曲ることにより形成される。この際2っ の核は同時に分裂 して4核 となり、次いで2個 所
に隔膜形成 されて3細 胞 となる。先端から2番 ….,の細胞の2つ の核が融合 して2倍 核を形成する
と、この細胞は急速に伸長 して子の うとなる。 この2倍 核は減数分裂と体細胞分裂 とにより順次
2核 、4核 、8核 となる。子のう内の8個 の核が適当な間隔に配置されると、各々の核を包み込
むようにして子のう胞子が8個 形成される。子のう胞子内の核は更に2度 分裂 し、最終的には4
つの単核細胞からなる子のう胞子ができあがる。子のう胞子発芽の際の核行動は、分生胞子発芽




























5病 原 性 お よ び薬 剤 耐 性 の遺 伝学 的解 析
本菌の病原性ならびに薬剤耐性は、染色体上の遺伝子により支配されている。ウィピングラブ
グラスおよびシコクビエに対す る病原性には、それぞれ1個 の遺伝子が、また、イネに対する病
原性には複数の劣性遺伝子が関与 していると推察 された(第5表 、第6表)。 ウィピングラブグラ
スに対す る病原性遺伝子とシコクビエに対す る病原性遺伝子は、相同染色体上の異なる座位にあ
ること(第7表)、 病原性 と交配型とは独立に遺伝することなどが明らか にされた。
第5表 ウィピングラブグラスいもち病菌とシコクビエいもち病菌の交配か ら得 られた
子の う胞子の3寄 主に対する病原性の令訟睦
子 の う胞子数
供 試 植 物 病原性あり 病原性なし 理論比X2検 定(P値)
ウ ィ.ピ ン グ ラ ブ グ ラ ス












供試植物(品 種) 病原性あり 病原性な し 理論比X2検 定(P値)
(新2号)
(愛 知 旭)


























シ コ ク ビ ェ 51 56 (1:1)0.23(0.7-0.5)
1)*実 験 結 果 と仮 説は適 合 しな い。
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第7表 ウ ィ ピン グ ラ ブ グ ラス と シ コ ク ビエ に対 す る病 原 性 の 遺 伝
ウ ィ ピ ング ラブ グ ラスに ウ ィ ピン グ ラ ブ グ ラス に
病 原 性 あ り 病 原 性 な し
交配組合
シコクビエに シコクビエに シコクビエに シコクビエ に分 離 され た 子



















































1)909は ウ ィ ピ ン グ ラ ブ グ ラ ス.い も ち 病 菌 、T75-29、T77-34は シ コ ク ビエ い も ち病
菌 、CG-FMaは オ ヒ ジバ い も ち病 菌 。
2)W+、F+は そ れ ぞ れ ウ ィ ピ ン グ ラ ブ グ ラ ス 、 シ コ ク ビ エ に 病 原 性 あ る 事 を 、W一 、
F一 は そ れ ぞ れ ウ ィ ピ ン グ ラ ブ グ ラ ス 、 シ コ ク ビ エ に 病 原性 な い 事 を示 す 。
*… 同 一 子 の う殼 か ら分 離 され た 子 の う胞 子 。
イネいもち病菌とシコクビエいもち病菌の交配から、イネに病原性のある子の う胞子が分離さ





する遺伝子は菌株 により必ず しも同一ではな く、本実験では異なる染色体上に位置する2つ の遺
伝子が確認 された。 これらの遺伝子は単独でも共存 しても同程度の耐性を示 し、重複遺伝子と考
えられる。なお、 これら2つ の遺伝子の一方は、同時にブラス トサイジンS耐 性にも関与 してい
るものと考えられた(第9表)。
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第8表 ・ネに礁 性赫 竺竺 う胞子勉 二そ判墾 種に対する反応
反 応 型.


























































































該当塾 う胞撒 15 z 3 2 z 1
D
表9第
S..・罹 病 腋 応 、R… 抵 才充版 応 、'M… 中1昌i型.






























































審 査 結 果 の 要 旨
Py7ε。泌αγ加3即.に 基因するいもち病は,イ ネ科植物中,イ ネ,ア ワ,キ ビなどの食用作物や,
シコクビェ,イ タリアンライグラスなどの牧草類,更 にメヒシバ,ヒ エなどの雑草に発生 し,こ れら






本論文は5つ の項 目に分れ,初 めに交配接種源,温 度,光,培 地などについて,完 全世代形成の最
適条件を明らかにした。
次に,シ コクビエいもち病菌の子のう胞子を,そ の交配反応によって2交 配型に分け,完 全世代は
交配型を異にする菌株の交配によってのみ形成 されること,ま た交配型は1対 の対立遺伝子に支配さ
れることを確めた。この結果に基き,イ ネ科32種 の寄主から分離されたいもち病菌についてその交
配型を調べた結果,E島 癬 紹 属植物やイネなど7種 の寄主か ら分離された菌株では両交配型が,タ
イヌビエなどユ6種 の寄主から分離された菌株では何れか一方の交配型がそれぞれ確認されたが,他
の12種 の寄主か らの菌株では完全世代を形成せず,交 配型は確認されなかった。
次いで,そ の完全世代の形態から本菌をMα 卿p・悌加g7加 ¢佛r佛gα8痂 α掘 σ面g¢鵬 と命
名することを提案 した。また,不 完全世代に関しては,そ の形態.寄 生性および相互交配による稔性
などによって類別することを妥当とした。
更に,不 完全世代および完全世代での核行動を観察 した結果,本 菌は本来単核であり,同 一細胞に
由来する菌糸は,突 然変異,菌 糸融合による核の移行などが生 じない限 り,遺 伝的に同質であること
を明らかに した。
最後に,病 原性および薬剤耐性について遺伝学的解析を行 った結果,病 原性には1～ 復数の遺伝子
が関与すること,ま たカスガマイシン耐性に関与する2つ の遺伝子を確認 し,そ の一方がブラス トサ
イジンS耐 性に関与することなどを明らかにした。
本研究は,い もち病菌の完全世代形成法を確立 し,そ の結果本菌の性に関する諸特性が明らかにさ
れると共に,従 来未確認であった各種いもち病菌の完全世代を明らかにしたものである。これ,は本菌
の分類学,病 原学更に遺伝学の分野に新知見を加え,ひ いては本病防除に貢献するところが大きいと
認められ,こ こに農学博士の学位を与えるに充分な価値があると判定 した。
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